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序野鳥の疫学的モニタリング調査では，恒常的に得
られる材料確保が前提である。そこで，航空鳥害防
止対策の専門機関である株式会社応用生物から，国
内国際空港で回収された鳥類死体を提供していただ
き，寄生虫感染を予備的に解析した。その結果につ
いて報告する。
材料と方法
2010年７月から2011年２月まで，羽田国際空港
（略号ｈ）と中部国際空港（略号ｃ）セントレアにて
衝突あるいは有害捕獲された鳥類死体，16種・121羽
の死体を材料にした；カワラバト Columba livia48
羽（うちｈ：48，ｃ：０）（宿主略号Ｃ１），キジバ
ト Streptopelia orientalis１羽（ｃ），アオバト Trer-
on sieboldii１羽（ｃ），キンクロハジロAythya
 
fuligula２羽（ｈ：２，ｃ：０）（宿主略号Af），ト
ビ Milvus rnigrans38羽うち（ｈ：37，ｃ：１）（宿
主略号Mr），ノスリ Buteo japonicus１羽（ｃ），チョ
ウゲンボウ Falco tinnunculus９羽（ｈ：９，ｃ：
０），ケリVanellus cinereus１羽（ｃ），ウミネコ
Larus crassirostris４羽（ｈ：０，ｃ：４）（宿主略
号 Lc），セグロカモメ Larus argentatus１羽（ｈ）
（宿主略号 La），アオサギArdea cinerea１羽（ｈ）
（宿主略号Ac），ヒバリAlauda arvensis７羽（ｈ：
１，ｃ：６），ツバメHirundo rustica２羽（ｈ：０，
ｃ：２），ハクセキレイ Motacilla alba lugens１羽
（ｈ），シロハラ Turdus pallidus１羽（ｃ），ハシボ
ソガラス Corvus corone７羽（ｈ：７，ｃ：０）。こ
れらは－20℃に冷凍保存され，酪農学園大学野生動
物医学センターでの検査時に解凍し，Yoshino et
 
al.??に準じ，剖検を実施した。すなわち，体部計測
と外部寄生虫検査を行った後，気管およびクロアカ
のスワブを用いインフルエンザウイルス簡易試験
キット（デンカ生研製「クイックＳインフルＡ・Ｂ
生研」）およびウエストナイル 熱ウイルス簡易試験
キット（米国Medical Analysis Systems,Inc.社製
「WNV/SLE Vec Test」：同ウイルスのモノクロ抗
体応用したもの）を用いスクリーニング検査をおこ
なった。陰性結果を確認した後，体部測定し，常法
に準じ解剖され，一部の個体は羽毛付きの皮膚を仮
剥製の証憑標本としてWAMCで保存された（附
録）。
全臓器を採集し，実質臓器（肺，心臓，肝臓，胆
嚢，腎臓，脾臓，膵臓，生殖腺）はシャーレに挟ん
で圧扁，あるいは剣先ピンセットを用いて細分し，
消化管（食道，腺胃，筋胃，腸管）および気管は部
位ごとに分けて切開して粘膜および内容物を採集
し，それぞれ実体顕微鏡下で精査した。また，胸筋
の一部をガラスに圧扁して検査し，Trichinella属線
虫の保有の有無を検査した。得られた蠕虫類は70％
エタノールにて固定した後，線虫はラクトフェノー
ル液により透徹し，吸虫および条虫は酢酸カーミン
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染色を実施して光学顕微鏡下でそれぞれ形態学的特
徴に基づいて種を決定した。得られた寄生蠕虫類の
標本は現在WAMCにて登録，保管された。
結 果
全例で駆除による損傷と高温による死後変化が著
しかったが，前述簡易キットによる両ウイルス感染
は全検査個体で陰性であった。また，肉眼的には特
に異常を示す病変は認められなかったことから，作
業者への感染リスクが排除されたので，寄生虫学検
査を実施した。
まず，全例で Trichinella属検査は陰性であった。
さらに，キジバト，アオバト，チョウゲンボウ，ノ
スリ，ケリ，ツバメ，ヒバリ，シロハラ，ハクセキ
レイ，ハシボソガラスの10種では内外寄生虫は未検
出であった。残り10種のうち，69羽から何等かの寄
生性蠕虫（内部寄生）あるいは節足動物（外部寄生）
が検出された。属あるいは種レベルまで同定が可能
であったものは，線虫のみで次の６種であった。な
お，括弧内に宿主略号，寄生部位，各宿主種の陽性
羽数を示した（以下，同様）；Tetrameres spiralis
（Cl，腺胃，２），Tetrameres fissipina（Cl，腺胃，
３），Cosmocephalus obvelatus（La，食道，１）（以
上，図1），Baruscapillaria sp.（Cl，小腸，２），
Pseudocapillaria sp.（Mr，小腸，５）（以上，図2），
Ascaridia columbae（Cl，小腸，３）。他の線虫類と
しては蛔虫科（Mr，Lc，Ac；筋胃・小腸；24，２，
１）と毛細頭線虫科（Ac，小腸，１）のある種も得
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図1．空港で捕獲された鳥類の旋尾線虫類（括弧内右はそれぞれの Barの長さで単位μm)
-1および-2：ドバトの腺胃から検出された Tetrameres spiralisの頭部（-1，100）と雄尾
部（-2；100）；-3および-4：ドバトの腺胃から検出された Tetrameres fissipinaの頭部
（-3，50）と雄尾部（-4；100）；-5から-7：セグロカモメの食道から検出された Cosmoce-
phalus obvelatusの頭部（-5，200），陰門部（-6，200）および雌尾部（-7；100）
られたが，形態的な観察は不可能なほど変性してい
た。条虫類としては四葉目 Tetraphyllidea上科のあ
る種（Lc，小腸，１）（以上，図3），吸虫類としては
まったく同定が不可能であった種（Af，Ac，La；小
腸；１，１，１）が得られたが，鉤頭虫類は未検出
であった。体表に外部寄生をする節足動物としては
ハトナガハジラミ Columbicola columbae（Cl，4）
（図３）ほか，消化管からその他のハジラミ類（Cl，
Mr；１，１）が見出された。
考 察
今回の調査で得られた旋尾線虫類のうち，体表側
方に縦の棘列が認められたテトラメレス科 T. fis-
sipina（図1-3）は，カワラバトの飼育個体（イエバ
ト；なお，今回の検査個体は外来種として定着した
のでドバトと称される）から普通に見出される種
で??，最近では，北海道産カモ類からも見出され
た???。しかし，この種とほぼ同じ寄生率で棘列の認
められない Tetrameres属（図1-1）が見出された。
棘列の有無により亜属に区別され??，有するものは
亜属 Tetrameres，欠くものは亜属 Microtetrameres
とされ，後年，Barus et al.??はそれぞれを属レベル
に昇格させたが，本稿では前者の見解に従う。亜属
Microtetrameresには２種が知られ，うち本標本が
交接刺を有し，右交接刺長（図1-2）がほぼ一致した
ことから??，T.spiralisと同定された。この種は，既
に日本の関東地方のアマサギ Bubulcus ibisで既報
告があり??，今回が日本第二例目となり，さらにカ
ワラバトを含むハト目での記録は世界初となった。
アクアリア科 C.obvelatusはセグロカモメを含む北
海道の野生カモメ類あるいは札幌市の動物園で飼育
されたイワトビペンギンで記録があったが???，今
回，北海道外で記録されたことは初めてとなった。
旋尾線虫類は間接発育型の蠕虫であり，その中間あ
るいは待機宿主の摂食によることで感染が成立する
ので，対象となった鳥類の食性の一端を披瀝する可
能性があり，鳥類学的にも貴重な知見となった。な
お，今回得られた標本は，概して変性傾向が強く，
特に頭部の膨化が著しく，属を識別するコルドンの
形態観察が難しいものが多かったので（図1-5），粘
膜から採集の際には細心の注意を払う必要性が指摘
された。
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図2．空港で捕獲された鳥類の毛細頭線虫類（括弧内右はそれぞれの Barの長さで単位μm）
-1から-4：ドバトの小腸から検出された Baruscapillaria sp.の頭部（-1，50），食道部（-2，
100），子宮（-3，50）および雄尾部（-4；50）；-5から-8：トビの小腸から検出された
Pseudocapillaria sp.の食道部（-5，50），子宮（-6，50），雄尾部（-7，50）および交接刺（-8，
200）
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属までの同定が可能となった毛細頭線虫科の二つ
の属は，いずれも雄尾部擬交接嚢の発達が悪く交接
刺鞘に棘を欠くタクサ群で，尾端に二つの乳頭に支
持された膜性嚢を有す Baruscapillaria属（図2-3）
と Pseudocapillaria属（図2-4）であったが??，種レ
ベルの同定は不可能であった。アオサギでも毛細頭
線虫科を得たが，標本の変性に加え雄を得られな
かったため属も不明となった。食道部の形態が変性
し，蛔虫科の同定も不可能であったが，宿主域を考
慮すると Porrocaecum属であると考えられる???。
なお，和名では「蛔虫」が付くハトカイチュウ（A.
columbae）であるが，近縁のニワトリカイチュウ
Ascaridia perspicillumを含め盲腸虫上科Hetera-
koideaのAscaridiidae科の単一属である??。形態
学的にも明瞭な前肛吸盤が認められる点で（図
3-2），典型的な蛔虫類とは異なる。しかし，日本の
獣医寄生虫学教育では，この大分類について明確な
結論を避けているため??，若干の混乱があることを
指摘しておく。
まとめと今後の課題
今回用いた鳥サンプルの多くが変性したものであ
り，病理解剖に耐えられるものではなかったが，野
生動物医学領域では，野外に放置されたケースが多
く，むしろ研究室内に持ち込まれること自体が僥倖
である。これを鑑みれば，バード・ストライク問題??
で生ずる死体から獣医学的なデータを引き出す努力
が必要である，その際，変性した死体を扱うので，
今回，法医学的なアプローチ??も必要であると再確
認された。実際，多くの寄生蠕虫類も変性傾向が強
図3．空港で捕獲された鳥類のその他寄生虫（括弧内３ケタの数字は Barの長さで単位μm）
-1および-2：ドバトの小腸から検出されたハトカイチュウAscaridia columbae（200）の頭
部（-1）と雄尾部（-2）；-3：ウミネコの小腸から検出された四葉目 Tetraphyllidea上科条虫
類ある種の頭節（100）；-4：ドバト体表から検出されたハトナガハジラミ Columbicola
 
columbae（500）
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かったが，今回の Tetrameres属のように新知見が
得られ，さらに外骨格が堅牢な外部寄生虫は（内部
は，おそらく変性しているであろうが）形態的には
十分観察可能であったように，無駄に廃棄すること
は極力避けたい。ただし，作業者への感染や防疫上
の観点から，このような死体から得られた試料で
あっても，鳥インフルエンザほかのウイルス感染の
簡易キットが有効に機能するのかどうかは，厳しく
検討し，その信頼性を担保しておくことが前提であ
る。
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要 旨
空港で駆除されている個体を恒常的な感染症疫学
の材料とすることが可能かどうかを検討するため，
2010年から翌年にかけ羽田国際空港（略号ｈ）と中
部国際空港（ｃ）セントレアにて有害捕獲された16
種121羽を材料に検討した；カワラバト Columba
 
livia48羽（うちｈ：48，ｃ：０）（宿主略号 Cl），キ
ジバト Streptopelia orientalis１羽（ｃ），アオバト
Treron sieboldii１羽（ｃ），キンクロハジロAythya
 
fuligula２羽（ｈ：２，ｃ：０），トビ Milvus rni-
grans38羽うち（ｈ：37，ｃ：１）（Mr），ノスリ
Buteo japonicus１羽（ｃ），チョウゲンボウ Falco
 
tinnunculus９羽（ｈ：９，ｃ：０），ケリVanellus
 
cinereus１羽（ｃ），ウミネコ Larus crassirostris４
羽（ｈ：０，ｃ：４）（Lc），セグロカモメ Larus
 
argentatus１羽（ｈ）（La），アオサギArdea cinerea
１羽（ｈ），ヒバリAlauda arvensis７羽（ｈ：１，
ｃ：６），ツバメHirundo rustica２羽（ｈ：０，ｃ：
２），ハクセキレイ Motacilla alba lugens１羽（ｈ），
シロハラ Turdus pallidus１羽（ｃ），ハシボソガラ
ス Corvus corone７羽（ｈ：７，ｃ：０）。全例で死
後変化が著しかったが，前述簡易キットによる両ウ
イルス感染は全検査個体で陰性であった。蠕虫とし
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ては Tetrameres spiralis（Cl），Tetrameres fissipina
（Cl），Cosmocephalus obvelatus（La），Baruscapillar-
ia sp.（Cl），Pseudocapillaria sp.（Mr），Ascaridia
 
columbae（Cl）などの線虫のほか，ハトナガハジラ
ミ Columbicola columbae（Cl）が見出された。T.
spiralisは日本産アマサギに次ぐ第二例目で，ハト
目は世界初となった。また C.obvelatusは北海道外
の日本で記録されたことも初めてであった。今回用
いた鳥サンプルの多くが変性したものであったこと
から，従来の病理学的なアプローチに加え法医学的
な側面も必要であることが確認された。多くの蠕虫
類も変性傾向が強かったが，Tetrameres属のように
新知見が得られ，さらに外骨格が堅牢な外部寄生虫
は形態的には十分観察可能であったので，変性した
動物であっても安易に廃棄することは極力避けた
い。ただし，このような材料から得られた試料であっ
てもウイルス感染の簡易キットが有効に機能するこ
とを確認しておくことが前提である。
Summary
 
A helminthological survey was performed on total 121 individuals belonging to 16 avian species captured
 
in the Haneda International Airport (abbreviated to h),Tokyo Metropolitan Area,and the Chubu Interna-
tional Airport (abbreviated to c), Aichi Prefecture, Japan, between 2010 and 2011. The materials were
 
consisted of Columba livia (h:48,c:0;host abbreviation Cl),Streptopelia orientalis (h:0,c:1),Treron sieboldii
(h:0,c:1),Aythya fuligula (h:2,c:0),Milvus rnigrans (h:37,c:1;host abbreviation Mr),Buteo japonicus (h:
0,c:1),Falco tinnunculus (h:9,c:0),Vanellus cinereus 1,Larus crassirostris (h:0,c:4;host abbreviation Lc),
Larus argentatus (h:1, c:0;host abbreviation La),Ardea cinerea (h:1, c:0),Alauda arvensis (h:1, c:6),
Hirundo rustica (h:0,c:2),Motacilla alba lugens (h:1,c:0),Turdus pallidus (h:0,c:1),Corvus corone (h:7,
c: 0). Among them, Tetrameres spiralis (Cl), Tetrameres fissipina (Cl), Cosmocephalus obvelatus (La),
Baruscapillaria sp.(Cl),Pseudocapillaria sp.(Mr),and Ascaridia columbae (Cl)were obtained.
附録 本研究で用いた羽田および中京国際空港で回収された鳥類
ハト目?
カワラバト Columba livia（イエバト，ドバト）48羽，As??9945 9946 9949 9950 9951 9954-9958 11466-11469
11471 11472 11475-11478 11480-11481 11487-11495 11510-11513 11516-11520 11526-11528 11555-11558
12370
キジバト Streptopelia orientalis１羽，As12764
アオバト Treron sieboldii１羽，As12763
カモ目
キンクロハジロ Aythya fuligula２羽，As12267 12762
ワシ目
トビ Milvus rnigrans38羽，As11341-11350 11508 11509 12042-12046 12062-12073 12368 12556-12561 12589
ノスリ Buteo japonicus１羽，As12761
ハヤブサ目
チョウゲンボウ Falco tinnunculus９羽，As12372-12375 12702-12704 12759 12760
チドリ目
ケリ Vanellus cinereus１羽，As12765
ウミネコ Larus crassirostris４羽，As12263-12265 12268
セグロカモメ Larus argentatus１羽，As12262
ペリカン目
アオサギ Ardea cinerea１羽，As12266
スズメ目
ヒバリ Alauda arvensis７羽，As11772 12727-12732
ツバメ Hirundo rustica２羽，As12725 12726
ハクセキレイ Motacilla alba lugens１羽，As12733
シロハラ Turdus pallidus１羽，As12748
ハシボソガラス Corvus corone７羽 As9943 9944 9947 11463 11464 11467 11559
?：分類目（order）は日本鳥類目録編集委員会??に準ずる。
??：As以下の数字はWAMC登録番号であり，吉野ら??に準ずる。
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